
 

 

公益財団法人橘秋子記念財団 令和８年度事業計画 

 

自 令和８年４月 １日 

至 令和９年３月３１日 

 

 

１ バレエ芸術の優秀な成果に対する表彰 

（１）橘秋子賞及び牧阿佐美賞について、令和９年２月に選考委員会において授賞者の

選考を行う。 

（２）埼玉県舞踊協会主催による埼玉全国舞踊コンクール各部門の１位入賞者へ（公財）

橘秋子記念財団賞として盾（ブロンズ）を授与する。 

 

２ バレエ公演の開催 

第５１回日本ジュニアバレヱ公演をメインとなる作品を『くるみ割り人形第二幕』

とし、オーケストラ演奏により８月１３日（木）に文京シビックホール大ホールで開

催する。 

 

３ 国内外のバレエ教師・振付家等の招聘 

  国内外の実績があるバレエ教師等を講師として招聘しワークショップを開催する。 

 

４ 児童のためのバレエ芸術の指導 

  小学校４年生から高校３年生を対象に、東京会場で週１回（月３回）及び新潟会場 

で年間１２回実施し、児童に対して指導を行う。また、９月に新入生オーディション

（対象は小学校４年生から高校１年生）を実施する。 

 

５ 青少年に対するバレエ芸術の後継者の育成 

   牧阿佐美バレエ塾は入塾希望者や寄付金の減少などにより運営が厳しい状況にある

ことから当面の間休塾とし、再開に向けてカリキュラムの見直しや寄付金の募集方法

等を検討する。 

 

６ その他バレエの普及振興のための事業 

  バレエ芸術に関する資料や書籍等を収集し閲覧に供するとともに会報誌「バレエ・

エスカイア」を不定期に発行する。 


